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御講演概要
⼩傾⾓粒界エネルギーはRead-Shockleyによって転位論の基礎となる理屈で予

測されている．この予測によって転位論の正しさが⽀持されてきた。しかし、⼤
槻による精緻な実測によるとその予測と⽭盾する結果が得られている。これは転
位論の基礎を揺るがしかねない結果である。われわれは，この実験結果を検証す
るため、第⼀原理計算によるAlの⼩傾⾓粒界の計算を⾏ってきたが、その結果は
どちらを⽀持するか微妙である。
発表では，Read-Shockley理論の疑問点，経験ポテンシャル，第⼀原理計算を

⽤いた計算の問題点、エネルギー解析の結果を紹介する。ご参加頂いている⽅々
のご意⾒をお伺いし、本質的課題の議論を⾏いたい。
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